

































































































































































































































































































































































































































	牛頸ﾊｾﾑｼ窯跡群Ⅱ(本文編) 大野城市文化財調査報告書第30集
	ｶﾗｰ図版

	目次

	第1章 調査経過

	1.調査に至る経過

	2.調査の経過

	3.遺物整理の経過

	4.日誌抄

	第2章 位置と環境

	1.概観

	2.各時代の主要遺跡

	1)先土器時代

	2)縄文時代

	3)弥生時代

	4)古墳時代

	5)歴史時代


	第3章 牛頚窯跡群研究史

	1.はじめに

	2.研究前史

	(1)須恵器研究の展開

	(2)九州地方の動向

	(3)窯跡編年の成立


	3.牛頚窯跡群における研究

	(1)研究の成立

	(2)研究の展開

	(3)調査の増加


	4.各窯跡群概要

	5.おわりに

	第4章 遺跡の調査

	1.調査の概観

	2.各地区の調査

	(1)1地区の調査

	①分布の状況

	②須恵器窯跡

	1)1-Ⅰ号窯跡

	2)1-Ⅱ号窯跡

	3)1-Ⅲ号窯跡


	(2)2地区の調査

	(3)6地区の調査

	①分布の状況

	②須恵器窯跡

	1)6-Ⅰ号窯跡

	2)6-Ⅱ号窯跡

	3)6-Ⅲ号窯跡


	③土坑およびその他の遺構

	1)6地区下方灰原

	2)6-Ⅳ号土坑

	3)6-Ⅴ号土坑

	4)6-Ⅵ号土坑


	(4)6B地区の調査

	①須恵器窯跡
	1)6B-Ⅰ号窯跡


	(5)7地区の調査

	①分布の状況

	②須恵器窯跡

	1)7-Ⅰ号窯跡


	③土坑

	1)7-Ⅱ号土坑


	(6)12地区の調査

	①分布の状況

	②須恵器窯跡

	1)12-Ⅰ号窯跡

	2)12-Ⅱ号窯跡

	3)12-Ⅲ号窯跡

	4)12-Ⅳ号窯跡

	5)12-Ⅴ号窯跡

	6)12-Ⅵ号窯跡

	7)12-Ⅶ号窯跡

	8)12-Ⅷ号窯跡

	9)12-Ⅸ号窯跡

	10)12-Ⅹ号窯跡


	(7)22地区の調査

	①分布の状況

	②須恵器窯跡

	1)22-Ⅰ号窯跡

	2)22-Ⅱ号窯跡

	3)22-Ⅲ号窯跡

	4)22-Ⅳ号窯跡


	(8)23地区の調査

	①分布の状況

	②須恵器窯跡

	1)23-Ⅰ号窯跡



	第5章 遺物

	1.概観

	2.各窯跡出土遺物の検討

	①1地区出土遺物について

	a.須恵器

	②6地区出土遺物について

	a.須恵器

	b.土師器

	c.ﾍﾗ記号について

	③12地区出土遺物について

	a.須恵器

	④22地区出土遺物について

	a.須恵器

	⑤18地区出土遺物について

	⑥20地区出土遺物について


	3.小結

	第6章 考察

	1.窯跡の分布状況とその構造について

	(1)はじめに

	(2)窯跡の分布状況について

	①分布の傾向

	②窯体の方向

	③窯体構造について-和泉陶邑窯との比較-


	2.12地区出土の在銘片について

	(1)はじめに

	(2)在銘片の文字

	(3)銘文の問題

	①記載者について

	②記載文字の内容

	(4)結語にかえて-残された問題-


	第7章 牛頚ﾊｾﾑｼ窯跡群の考古地磁気推定年代(その2)

	1)熱残留磁気測定結果

	2)考古地磁気推定年代

	遺物観察表

	あとがき




